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宇宙線陽子の起源解明は, 天文学における最重要課題のひとつである. ガンマ線で明るい超新星残骸 (SNR) は
宇宙線加速の面から注目される. 付随する星間雲の特定は, 陽子 (宇宙線)–陽子 (星間陽子)反応によるハドロン起
源ガンマ線の特定に本質的であり, 被加速粒子の全エネルギー推定にも欠かせない. N132Dは大マゼラン雲に位置
する年齢 2500年のシェル型超新星残骸である. TeV/GeVガンマ線で明るく, 特に 1–100 GeV帯のフラックスは,
局部銀河群の SNRの中で最大である (e.g., Acero et al. 2016). 一方, シンクロトロンX線では暗いため, ハドロン
起源ガンマ線が有望視されている (Bamba et al. 2018). シェル南部に巨大分子雲の存在が示唆されているものの,
十分な空間分解能では検証されていない (e.g., Banas et al. 1997). 今回我々は, ALMA による 12CO(J = 1–0)
輝線観測 (δθ ∼ 5′′ = 1.2 pc) を行ったので報告する. 結果として, シェル南部に接する分子雲に加え, シェル中心
部に位置する 8つの分子雲塊を新たに特定した. 典型的なサイズは ∼2 pc, 質量は ∼100 M⊙ である. 高い輝線強
度比 CO J = 3–2 / 1–0 > 1.5 から, これら分子雲は衝撃波によって加熱されているとみられる. また, 分子雲方
向の熱的 X線放射は, ∼0.8 keV の電離平衡プラズマと, ∼3.4 keV の電離非平衡プラズマでよく記述できる. 得
られた星間吸収柱密度や電離パラメータから, 当該分子雲は衝撃波を受けてから 2000年以上経過しており, 衝撃
波に飲み込まれていると考えて矛盾しない. これは, 分子雲が宇宙線陽子のターゲットとして機能することを意味
する. 以上の結果を踏まえ本講演では, N132D における宇宙線加速と被加速陽子の全エネルギーについて論じる.


